
DEWS2008 A1-6

A-docに基づくWEBリンク集再利用化ツールの試作
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あらまし A-docとは、WEBにおいてユーザ主体に情報資源の結合を実現するXML形式のファイルで、複数のキー

ワードとそれに対応する文書からなるエントリを持つ。A-docファイルには多くのエントリがあると考えられるが、

ファイルを 1から作成する際、作成者に大きな負担がかかる。ファイルを容易に作成するためには、既存の情報の再

利用が必要となる。そこで本研究では、WEB上の従来型のHTMLのリンク集に注目し、そこからA-docファイルを

生成・編集するツールを試作した。本手法を用いることで、ファイル生成にかかる時間を大幅に削減することができ

ると考えられる。
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Abstract A-doc is a file of the XML form that achieves uniting the information resources in the user subject on

WEB with entry that consists of two or more key words and documents corresponding to it. The large encumbrance

hangs to the A-doc manufacturer though it is thought that there are a lot of entries in the A-doc file when the

file is made from the beginning. To make the file easily, recycling existing information is needed. In this paper,

therefore, we propose, the tool that generates and edits the A-doc file from HTML links of the old model on WEB.

As a result, our tool makes half automatic A-doc file generation possible and the efficiency of it will be improved.
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1. は じ め に

Web における利用者主導による情報資源の結合を実現する

ために、我々は A-docと呼ぶ情報資源表現形式の提案、開発を

行っている。A-docは見出し語とそれに対応する文書のペアの

集合で、辞書形式であり、それを閲覧中のWeb文書に結合す

ると、閲覧中の文書の見出し語部分が自動的に対応する文書へ

のハイパーリンクに変換される。

　 A-docには利用者と生成者がおり、生成者が予めプールして

おいた A-docリストを利用者が任意に使う形となる。その利用

目的が辞書的役割を果たすため、A-docには多数のエントリが

あると考えられる。生成者は、その多くの見出し語と対応する

文書を記述しなければならない。そこで本論文では、生成者が

任意に指定した、WEB上に存在する情報の集約するページか

ら A-docを自動で生成することを実現した。

　本稿の構成は以下の通りである。まず、2.章で、A-docの概

要について述べる。3.章では A-docの記述形式について、4.章

では提案手法について説明する。5.章では本システムの動作例

を示し、最後に 6.章で結論を述べる。

2. A-doc

ここでは、本研究の出力結果を用いるA-docの概要について

述べる。A-docはWebにおける利用者主導による情報資源の

結合を実現するための情報資源表現形式である。

2. 1 背 景

近年、検索エンジンの普及によって人々は日常的にWebを

利用し情報検索を行うようになった。その上で、ユーザは検索

エンジンによって必要な情報資源を検索し結果のWeb文書中

から必要な情報を得る。Web上では関連する情報はハイパーリ

ンクで結合される。リンク元の文書とリンク先の文書間の関連



表 1 dictionary.adoc

見出し語 ドキュメント

constitution 1. 名 構成, 組織, 構造

2. 名 体質, 体格, 気質, 性格

dexterity 1. 名 器用さ

2. 名 機敏

mentality 1. 名 精神性

2. 名 考え方

・・・

はホームページ作成者の意図した関係のみで提供されている。

このため、ユーザがWeb文書中で見つけた単語や名称を元に

新たな情報を得たいという要求が生じた場合、ユーザはさらに

その単語を検索エンジンなどにかけなければならない。

2. 2 ア タ ッ チ

基本的な A-doc は見出し語とそれに対応する文書のペアの

集合で、言わば辞書形式といえる。見出し語は関係データモデ

ルのキーに相当し、文書はキーに代表されるテキスト、HTML

もしくは XML文書である。例として英和辞書に関する dictio-

nary.adocの概念表を表 1 に示す（実際には A-docは XMLで

記述する）。

　 Web 利用者は閲覧中の文書にある山についての詳細な情

報を得たい場合、従来では山の名前を一つずつ検索エンジン

で検索せねばならない。これに対し A-doc では現在の文書に

“dictionary.adoc” を結合することで、閲覧中のページにある

山の名前から、それぞれの山の情報へのハイパーリンクが一斉

に生成される。これは、関係データベースにおける外部キーと

主キーに基く結合と本質的に等しく、この結合を “アタッチ”

と呼ぶことにする。A-docの名称における Aはその形態が連想

的であることを表す Associativeと、その利用においてアタッ

チを行うことから Attachableの両義を代表している。

　同じ単語をキーとした A-docでも、例えば英和辞書の他に

も英仏辞書や英露辞書まで生成者が提供すれば、利用者は必要

に応じて自由に A-docを選択し、自分の閲覧している文書にア

タッチすることで状況に応じた情報を簡単に切り替えることが

できる。

　 A-docはアタッチを行う文書に独立に存在するものであるた

め、誰でも “辞書”を作成・公開することができ、Webページ

作成者の意思に関係なく、ユーザ主体で動的に自由な結合を行

うことができ汎用的であると言える。

　アタッチには以下の三種類がある。

フルアタッチ

キーワードに合致する文書中の全ての単語に対しリン

クを生成する

アンカータグによるアタッチ

Web文書作成者がアタッチを行いたい単語に対しアン

カータグを付与し、指定された単語にのみリンクを生

成する

¶ ³
1 <?xml version="1.0"

2 encoding="Shift-JIS" standalone="yes" ?>

3 <adoc type="static-standard">

4 <header />

5 <body>

6 <entry>

7 <kw>constitution</kw>

8 <kw>Constitution</kw>

9 <doc>-名　構成, 組織, 構造</doc>

10 <doc>-名　体質, 性質, 気質</doc>

11 <doc>-名　憲法</doc>

12 </entry>

13 <entry>

14 ...

15 </entry>

16 </body>

17 </adoc>µ ´
図 1 static-standard A-doc

ユーザ指定アタッチ

Web文書を閲覧するユーザがアタッチを行いたい単語

を指定し、指定された単語が A-docのキーワードと合

致すればリンクを生成する

3. 記 述 方 式

A-docは XML形式であるが、その記述方式には大きく分け

て 2種類あり、項目が実体として存在する静的 (スタティック)

方式と、 項目の一部がデータベースに格納されている動的 (ダ

イナミック)方式の二種類がある。更に、静的方式では標準型

(スタンダードタイプ) と分離型 (セパレートタイプ) の二つの

タイプを定義する。

3. 1 静的 A-doc

Static A-docは単純に一つ以上のキーワードとそれに対応す

る文書のペアを一つのエントリとして記述する。キーワードを

<kw>タグ、ドキュメントの HTMLを <doc>タグで囲いそ

れらを一つとして <entry>タグで囲う。各エントリの集合を

<body>タグの子要素とする。

3. 1. 1 標 準 型

エントリ内の <doc> に HTML 形式のドキュメントが直接

埋め込まれた形式をとる。A-docのエントリ数は数万を超える

ものもあると考えられる。エントリの HTMLに共通部分が存

在する場合、各エントリにそれぞれ記載するとファイルサイズ

も大きくなり冗長である。そこで、HTML の始めと終わりの

共通部分をそれぞれ <html preamble> と <html trailer> に

保持する。

また、<adoc> タグの type 属性の値を static-standard とす

る。実際の記述例を図 1に示す。

　　



¶ ³
1 <?xml version="1.0"

2 encoding="Shift-JIS" standalone="yes" ?>

3 <adoc type="static-standard">

4 <header />

5 <body>

6 <entry>

7 <kw>dexterity</kw>

8 <kw>Dex</kw>

9 <doc>http://www.XXX.com/AAA.html</doc>

10 <doc>http://www.YYY.co.jp/BBB.html</doc>

11 </entry>

12 <entry>

13 ...

14 </entry>

15 </body>

16 </adoc>µ ´
図 2 static-separate A-doc

3. 1. 2 分 離 型

　スタンダードタイプと違い、エントリ内の <doc> タグ

に、URIを格納する形式をとる。実際の記述例を図 2に示す。

<adoc>タグの type属性の値を static-separateとする。この

タイプの A-doc はある文書から他の文書へのインデクスであ

ると見なすこともできる。本論文ではWEB リンク集からの

A-doc生成を目的とするため、この型に焦点をあてる。

3. 2 動的 A-doc

Static A-docはキーワードと文書のペアを一つのエントリと

していたのに対し、Dynamic A-doc はキーワードに対する文

書をを持たず、キーワードの集合のみを持つ。Dynamic A-doc

をアタッチした場合、文書中に A-doc のキーワードと合致す

る単語を見つけると、静的なページへのハイパーリンクを生成

するのではなく、そのキーワードを元にデータベースから必要

な情報を得て、レイアウトする動的なページへのリンクを生成

する。また、キーワード集合さえも保持せず指定された単語を

データベースから検索し、その情報を動的に生成するタイプの

Dynamic A-docも考えられる。この場合、アタッチはアンカー

タグによるアタッチと、ユーザ指定アタッチのみが可能である。

　 Dynamic A-docは静的に保持することが困難な情報、例え

ば気象情報や株式情報などの時系列データを提供するのに適し

ている。

4. A-docファイルの自動生成

本章では、WEB上からの A-docファイルの生成手法につい

て述べる。

4. 1 対 象

WEB上には様々なリンクを持つページがあるが、その中に

は一定の共通点を持つリンク集を内包するページが存在する。

そのようなリンク集があるページの例を図 3に示す。図 3にお

ける一定の共通点を持つリンク集とは、シアトルマリナーズの

選手名である。生成者が他のチームの A-docを作りたいと思え

図 3 Mariners.html

ば、それに対応するページをWEB上から探し出し、対象ペー

ジとする。¶ ³
1 /* http://www.XXX.com/ */

2 ...

3 <a href="AAA.html">ichiro</a>

4 <a href="BBB.html">johjima</a>

5 ...µ ´

¶ ³
1 /* mariners.adoc */

2 ...

3 <entry>

4 <kw>ichiro</kw>

5 <doc>http://www.XXX.com/AAA.html</doc>

6 </entry>

7 <entry>

8 <kw>johjima</kw>

9 <doc>http://www.XXX.com/BBB.html</doc>

10 </entry>

11 ...µ ´
図 4 HTML から A-doc の出力

4. 2 処 理

生成者が対象としたページのアンカータグのみを処理する。

実際はA-doc生成・編集ツールでURLを指定し、そのHTML

ソースを取得する。対象としたページには一定の共通点を持つ

リンク集があるので、アンカーのある単語にはリンク先にその

単語を説明する文書がある可能性が高いと考えられる。そこで

<a> タグで囲まれた単語をキーワードとし、そのリンク先を

対応するドキュメントとする。処理例を図 4に示す。

生成者は対象とするページを実際にあるリンク集によって決定

するので、視覚的理解可能なリンクのみを扱う。したがって、

コメントアウトや JavaScript内のリンクは扱わない。



4. 3 ノ イ ズ

HTMLから A-docを生成しただけでは、その A-docは生成

者が望むリンクの集合だけにはならないと考えられる。それは

対象としたページに、“戻る”や “TOP”といったアンカーやイ

メージファイルのアンカー多々あるからである。これらの、生

成者の意図しないエントリをノイズと定義する。本研究では、

ノイズの除去は生成者がエントリを選択して行う。

4. 3. 1 ノイズ除去支援

対象としたページのリンク集の規模が小さい場合、ノイズの

除去は容易である。しかし対象とするページの多くは、意図し

ないリンクが多数あると考えられる。なぜなら、広告などのリ

ンクや対象ページのホームディレクトリ以下のリンクが多く含

まれているからである。図 3からの生成でも、全エントリ数が

386であったのに対し、目的としたエントリは 28であった。

　対象としたページの一定の共通点を持つリンクの URI集合

は、ドメインが共通部分を含むことが多い。これはWEBペー

ジ管理者が、そのリンク先を同じディレクトリ以下に置くため

と考えられる。目的とするエントリ全てが共通するドメインを

持つ場合、そのドメインを含むものだけを指定してノイズを

除去することが可能である。しかし、その共通するドメインは

HTML ソースを生成者が読まないと得ることはできない。よ

り容易なノイズ除去を支援するために、意味的・構造的に共通

点のあるリンク集に注目し、ドメインに共通点のあるエントリ

毎に URI集合をクラスタリングし、それぞれのクラスタとに

エントリを表示した。これにより、容易なノイズ除去が可能と

なった。

図 5 ノイズ除去

5. 実 行 例

生成の手順は、以下の通りである。

（ 1） 対象となるWEBページを一つ指定する

（ 2） HTMLを取得し、A-docを生成する

（ 3） URIに基づくクラスタリングをし、ノイズを自動除去

する。

（ 4） ノイズを手動で除去する

図 6 A-doc 自動生成

表 2 対象ページのノイズ

対象ページ 目的エントリ件数 ノイズ件数 全エントリ件数

ESPN 28 358 386

東急電鉄 98 55 153

価格.com 26 363 389

まず、以下の情報がそれぞれ格納された A-docを生成すること

を仮定する。

（ 1） シアトルマリナーズの選手

（ 2） 東急電鉄の駅

（ 3） ディスプレイの価格

対象ページは ESPN [3],東急電鉄 [4],価格.com [5]を参照した。

次に、対象ページから A-doc を生成する (図 6)。さらに編集

ツールを使用し、ノイズ除去をクラスタリング・手動の 2段階

で行う (図 5)。

5. 1 評 価

対象ページから A-docを生成したとき、ノイズの割合は非常

に大きいものとなる (表 2)。目的とするエントリ以外がノイズ

であるので、目的エントリ件数とノイズ件数の合計が全エント

リ件数となる。

手動で数百のノイズを除去するとなると、生成者には大きな

負担となる。クラスタリングにより自動的にノイズを除去した

結果が表 3である。

表 3 クラスタリングによるノイズ除去後の対象ページのノイズ

対象ページ 目的エントリ件数 ノイズ件数 全エントリ件数

ESPN 28 0 28

東急電鉄 98 24 122

価格.com 26 26 52

　同じリンク先を参照しているイメージや、図 7のようにブ

ラウザ上のスクロール先が記述されているエントリが存在する

ため、クラスタリングのみによるノイズの除去は不可能である。



図 7 クラスタリングで除去出来ないノイズの例

ここで残ったノイズを最終的に手動で除去する。表 4 より、

手動によるノイズの除去の負担を大幅に軽減することができた

と言える。

表 4 クラスタリングによるノイズ除去の割合

対象ページ ノイズ除去

ESPN 100%

東急電鉄 56%

価格.com 92%

5. 2 検討と今後の課題

5. 2. 1 ノイズ除去の自動化

現在の仕様では、ノイズは生成者がエントリをそれぞれ選択

して除去する形となっている。より容易な生成をするためには、

ノイズの除去を自動化するのが望ましい。

異なる二つ以上の A-doc 間で同じキーワードのエントリを削

除している可能性がある。前述したように、“TOP”や “戻る”・

“次へ”などは出現頻度が高いハイパーリンクだと言える。この

ようなキーワードリストを迷惑メールフィルタのように、予め

用意して (若しくは登録し保持して)おき、生成した際、リスト

上にあるキーワードとマッチするエントリを削除する学習機能

を実装する手法も考えられる。また逆に、多用されるキーワー

ドに対応するドキュメントとして有害サイトが記述されている

可能性もあるので、ドキュメントリストによるフィルタも必要

と言える。

5. 2. 2 エントリの多重化

A-docは一つのエントリ内に複数のキーワードと、それに対

応する複数の文書を格納することが可能である。しかしながら

本研究ではキーワードと文書が 1 対 1 のエントリしか扱えな

い。より柔軟な記述のために、多対多のエントリを扱うことが

必要である。

5. 2. 3 対象ページの検索

WEBページ 1つを指定することで、A-docを自動生成する

ことが可能になった。これにより生成者にかかる負担は軽減さ

れたが、生成者が対象となるページを探さなければならない。

ある一定の情報量を持つ、A-doc化可能なWEBページのみを

出力する検索手法を提案することで、対象となるページを探す

負担も軽減されると考えられる。

6. ま と め

本研究では A-docの自動生成の手法を提案し、そのツールを

試作した。これにより生成者がWEBページ一つを選択するこ

とで容易に A-docを編集し、プールすることが可能となった。
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